
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月９日

【四半期会計期間】 第79期第１四半期(自平成25年４月１日 至平成25年６月30日)

【会社名】 株式会社淺沼組

【英訳名】 ASANUMA CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長    淺  沼  健  一

【本店の所在の場所】 大阪市天王寺区東高津町12番６号

【電話番号】 06-6768-5222(大代表)

【事務連絡者氏名】 本社経理部長    八  木  良  道

【最寄りの連絡場所】 東京都新宿区荒木町５番地

【電話番号】 03-5269-3111(代表)

【事務連絡者氏名】 東京本店管理部長    神  谷  唯  男

【縦覧に供する場所】 株式会社淺沼組東京本店

　 (東京都新宿区荒木町５番地)

　 株式会社淺沼組名古屋支店

　 (名古屋市中村区名駅南三丁目３番44号)

　 株式会社淺沼組神戸支店

　 (神戸市中央区八幡通三丁目１番14号)

　 株式会社淺沼組北関東支店

　 (さいたま市大宮区桜木町二丁目194番地)

　 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 　

EDINET提出書類

株式会社淺沼組(E00120)

四半期報告書

 1/16



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第78期
第１四半期
連結累計期間

第79期
第１四半期
連結累計期間

第78期

会計期間
自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日

自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 24,715 28,248 121,192

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △2,296 224 △4,216

四半期純利益             
又は四半期(当期)純損失(△)

(百万円) △2,511 471 △3,418

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,595 544 △2,643

純資産額 (百万円) 8,720 9,217 8,672

総資産額 (百万円) 110,561 104,483 107,110

１株当たり四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(円) △33.00 6.19 △44.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ― ―

自己資本比率 (％) 7.8 8.7 8.0

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２  売上高には、消費税等は含まれていない。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、また、第78期第１四

半期及び第78期は１株当たり四半期(当期)純損失が計上されているため記載していない。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、変更はない。また、関係会社に異動はない。

 

EDINET提出書類

株式会社淺沼組(E00120)

四半期報告書

 2/16



第２ 【事業の状況】

「第２ 事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について、重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済・財政政策への期待感から、製造

業を中心に輸出・生産が持ち直し、企業業績が改善するなど、回復基調で推移した。

  当社グループの主たる事業である建設業界においては、労務費の高騰等、引き続き懸念要素はあるもの

の、公共建設投資は堅調に推移し、また、民間建設投資においては企業の設備投資や住宅建設投資などは、

企業の業況判断や個人の消費マインドの改善により、緩やかな回復基調となった。

  このような状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の受注高は331億５千３百万円で前

年同期比5.2％の増加、売上高は282億４千８百万円で前年同期比14.3％の増加、売上総利益は14億８千５

百万円(前年同期損失８億１千２百万円)となった。

  営業利益については、２億７千１百万円(前年同期損失22億３千２百万円)となった。

  経常利益については、２億２千４百万円(前年同期損失22億９千６百万円)となった。

  四半期純利益については、４億７千１百万円(前年同期損失25億１千１百万円)となった。

 

セグメントの業績は、次のとおりである。

(建  築)

受注高は290億６千万円(前年同期比0.8％減)、売上高は239億７千万円(前年同期比14.0％増)とな

り、セグメント利益は10億８百万円(前年同期損失７億９千４百万円)となった。

(土  木)

受注高は40億９千３百万円(前年同期比84.1％増)、売上高は38億９千４百万円(前年同期比  

20.3％増)となり、セグメント利益は３億５千７百万円(前年同期損失１億６千２百万円)となった。

 

また、「その他」の事業については、売上高３億８千２百万円(前年同期比15.7％減)、セグメント利益

８千６百万円(前年同期比29.3％増)となった。
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(2) 財政状態の分析

(資  産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.8％減少し、860億６千万円となった。これは、工事代金の回

収が進んだことで、受取手形・完成工事未収入金等が120億７千４百万円減少したことなどによる。

  固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％減少し、184億２千３百万円となった。これは、土地の売

却による減少２億５百万円などがあったことによる。

  この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％減少し、1,044億８千３百万円となった。

(負  債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、772億６千１百万円となった。これは、未成工事

受入金が12億８千３百万円増加したものの、支払手形・工事未払金等が47億７千９百万円減少したこ

となどによる。

  固定負債は、前連結会計年度末に比べて7.9％減少し、180億４百万円となった。これは、長期借入金が

14億５千３百万円減少したことなどによる。

  この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて3.2％減少し、952億６千５百万円となった。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.3％増加し、92億１千７百万円となった。これは、四半期

純利益の計上により利益剰余金が４億７千１百万円増加したことなどによる。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は約３千１百万円であった。

  なお、子会社においては、研究開発活動は特段行われていない。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの主たる事業である建設市場の今後の見通しとしては、公共建設投資は、緊急経済対策等

により引き続き増加傾向で推移すると見られ、また民間建設投資についても、消費税増税前の住宅関連の

駆け込み需要や企業業績の改善による設備投資の持ち直し等により緩やかな回復が見込まれる。

  このような状況の中、当社グループとしては、過去２ヶ年の業績低迷からの脱却を最重要課題とし、全

役職員一丸となって業績回復を目指して行く所存である。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 293,565,000

計 293,565,000

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,386,29377,386,293
 東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株である。

計 77,386,29377,386,293― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～ 

平成25年６月30日
― 77,386 ― 8,419 ― 970

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができないので、直前の基準日である平成25年３月31日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,279,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

75,594,000
75,594 ―

単元未満株式
普通株式

513,293
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 77,386,293― ―

総株主の議決権 ― 75,594 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式903株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社淺沼組

大阪市天王寺区
東高津町12番６号

1,279,000― 1,279,000 1.65

計 ― 1,279,000― 1,279,000 1.65

 

２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載して

いる。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 28,905 39,597

受取手形・完成工事未収入金等 ※2
 47,702

※2
 35,628

未成工事支出金 6,850 7,377

その他のたな卸資産 667 655

その他 4,735 3,089

貸倒引当金 △336 △288

流動資産合計 88,525 86,060

固定資産

有形固定資産 9,577 9,383

無形固定資産 443 446

投資その他の資産

その他 9,745 9,814

貸倒引当金 △1,181 △1,220

投資その他の資産合計 8,563 8,593

固定資産合計 18,584 18,423

資産合計 107,110 104,483

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※2
 28,595 23,816

短期借入金 22,396 21,982

未払金 8,579 10,872

未成工事受入金 10,908 12,191

完成工事補償引当金 826 875

工事損失引当金 1,622 1,432

その他 5,952 6,091

流動負債合計 78,881 77,261

固定負債

長期借入金 12,949 11,496

退職給付引当金 3,703 3,615

その他 2,902 2,892

固定負債合計 19,555 18,004

負債合計 98,437 95,265

純資産の部

株主資本

資本金 8,419 8,419

資本剰余金 970 970

利益剰余金 △2,080 △1,609

自己株式 △135 △135

株主資本合計 7,173 7,644

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,429 1,493

その他の包括利益累計額合計 1,429 1,493

少数株主持分 70 80

純資産合計 8,672 9,217

負債純資産合計 107,110 104,483
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高

完成工事高 24,261 27,865

その他の事業売上高 454 382

売上高合計 24,715 28,248

売上原価

完成工事原価 25,213 26,490

その他の事業売上原価 315 272

売上原価合計 25,528 26,762

売上総利益

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） △951 1,375

その他の事業総利益 138 110

売上総利益又は売上総損失（△） △812 1,485

販売費及び一般管理費 1,419 1,213

営業利益又は営業損失（△） △2,232 271

営業外収益

受取利息 43 50

受取配当金 61 53

持分法による投資利益 6 10

その他 8 27

営業外収益合計 119 142

営業外費用

支払利息 161 170

その他 21 20

営業外費用合計 183 190

経常利益又は経常損失（△） △2,296 224

特別利益

固定資産売却益 1 298

投資有価証券売却益 4 －

その他 2 14

特別利益合計 7 312

特別損失

減損損失 － 10

投資有価証券評価損 153 －

その他 22 1

特別損失合計 175 11

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,463 524

法人税、住民税及び事業税 38 45

法人税等調整額 △2 △1

法人税等合計 36 43

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,499 481

少数株主利益 11 9

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,511 471
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,499 481

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △95 63

その他の包括利益合計 △95 63

四半期包括利益 △2,595 544

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,607 535

少数株主に係る四半期包括利益 11 9
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  １  偶発債務(保証債務)

下記の連結会社以外の会社に対して保証を行っている。

提出会社施工マンションの売買契約手付金の返済に対する保証

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

　 ― ㈱今井建設 55百万円

計 ― 計 55

 

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。な

お、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末日残高に含まれている。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形                282百万円                 59百万円

支払手形 101 ―

            

  ３  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、コミットメントライン契約を締結している。

当四半期連結会計期間末におけるコミットメントラインに係る借入未実行残高等は次のとおりである。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

コミットメントラインの総額              5,000百万円              5,000百万円

借入実行残高 ― ―

差引額 5,000 5,000

　 　 　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりである。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 127百万円 102百万円
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(株主資本等関係)

  前第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はない。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

 該当事項はない。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年６月28日開催の第77期定時株主総会の決議により、会社法第448条第１項の規定に基

づき、資本準備金36億６千９百万円及び利益準備金21億４百万円を減少し、それぞれその他資本剰余金及

び繰越利益剰余金に振り替えた後、同日付で会社法第452条の規定に基づき、上記振替後のその他資本剰

余金36億７千万円及び別途積立金20億円を減少させ、繰越利益剰余金に56億７千万円振り替えることに

より、欠損を補填している。

 

  当第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日  至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はない。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はない。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)建  築 土  木 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 21,0243,23724,261 454 24,715 ― 24,715

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 ― 3 27 30 △30 ―

計 21,0273,23724,264 481 24,746 △30 24,715

セグメント利益又は損失(△) △794 △162 △956 66 △890 △1,342△2,232

(注) １    「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、ゴルフ場事業等を含

んでいる。

２    セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,342百万円には、セグメント間取引消去△１百万円及び各事業セ

グメントに配分していない全社費用△1,341百万円が含まれている。全社費用は、主に事業セグメントに帰属

しない一般管理費である。

３    セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っている。

 

  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)建  築 土  木 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 23,9703,89427,865 382 28,248 ― 28,248

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1 ― 1 28 30 △30 ―

計 23,9723,89427,866 411 28,278 △30 28,248

セグメント利益 1,008 357 1,365 86 1,451△1,179 271

(注) １    「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでいる。

２    セグメント利益の調整額△1,179百万円には、セグメント間取引消去△０百万円及び各事業セグメントに配

分していない全社費用△1,178百万円が含まれている。全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管

理費である。

３    セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

　 　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益             
又は四半期純損失(△)

(円) △33.00 6.19

    (算定上の基礎) 　 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失(△) (百万円) △2,511 471

    普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益      
又は四半期純損失(△)

(百万円) △2,511 471

    普通株式の期中平均株式数 (千株) 76,109 76,106

(注)    潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、また、前第１四半期連結累計

期間は１株当たり四半期純損失が計上されているため記載していない。

 

２ 【その他】

 該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。

EDINET提出書類

株式会社淺沼組(E00120)

四半期報告書

15/16



独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成25年８月９日

株式会社 淺沼組

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    荒   井   憲  一  郎    印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    村    上    和    久    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社淺沼組の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成
25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社淺沼組及び連結子会社の平成25年６
月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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